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令
和
２
年
９
月
２
３
日
、
府
議
会
の
一
般
質
問
に
お
け
る
、
古
林
良
崇
府
議
会

議
員
の
「
新
名
神
効
果
を
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
げ
て
、
継
続
し
た
周
辺
地
域
の
振

興
や
発
展
を
促
し
経
済
効
果
を
発
揮
さ
せ
る
た
め
に
は
、
特
に
国
道
３
０
７
号
バ

イ
パ
ス
と
な
る
宇
治
田
原
山
手
線
の
整
備
が
非
常
に
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
１
日
で
も
早
い
宇
治
田
原
山
手
線
の
全
線
整
備
が
必
要
で
す
。
町
役
場
ま

で
の
区
間
も
令
和
３
年
度
完
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
に
続
く
先
線
整

備
の
今
後
の
見
通
し
を
お
伺
い
し
ま
す
。
」
と
の
質
問
に
対
し
、
西
脇
知
事
か
ら

は
、
「新
名
神
高
速
道
路
の
全
線
開
通
を
令
和
５
年
度
に
控
え
、
そ
の
効
果
を
周

辺
地
域
に
波
及
さ
せ
て
い
く
重
点
的
な
整
備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
、
宇
治
田

原
町
の
国
道
３
０
７
号
に
つ
い
て
は
、
災
害
時
の
脆
弱
性
を
有
す
る
だ
け
で
な
く
、

平
常
時
も
著
し
い
渋
滞
が
発
生
し
て
お
り
、
交
通
を
円
滑
化
し
、
新
名
神
の
効

果
を
最
大
限
活
用
す
る
た
め
、
未
着
手
区
間
に
つ
い
て
は
、
現
在
事
業
中
区
間
の

完
成
後
、
切
れ
目
な
く
整
備
を
進
め
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
て
お
り
、
来
年
度

京
都
府
に
お
い
て
事
業
評
価
の
た
め
の
調
査
を
行
い
、
事
業
着
手
に
向
け
た
整

備
を
進
め
る
。
」と
の
非
常
に
心
強
い
答
弁
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

西脇知事への要望の様子

令
和
２
年
１
０
月
２
日
、
京
都
府
、
京
都
府
議
会
に
対
し
て
、
現
在
施
工
中

の
区
間
の
早
期
完
成
と
残
る
約
１
．
７
ｋ
ｍ
の
区
間
の
事
業
着
手
に
つ
い
て
要

望
を
行
い
ま
し
た
。

宇
治
田
原
山
手
線
が
全
線
完
成
す
れ
ば
、
宇
治
田
原
Ｉ
Ｃ
，
大
津
ス
マ
ー
ト
Ｉ

Ｃ
，
京
滋
バ
イ
パ
ス
南
郷
Ｉ
Ｃ
か
ら
各
々
１
０
分
以
内
で
結
び
、
高
速
道
路
へ
の

ト
リ
プ
ル
ア
ク
セ
ス
が
実
現
。
住
民
の
安
心
安
全
、
利
便
性
の
向
上
は
も
と
よ

り
、
企
業
活
動
に
お
い
て
も
高
い
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
発
揮
す
る
こ
と
を
説
明
、
宇

治
田
原
町
住
民
の
悲
願
で
あ
り
、
最
重
要
施
策
で
あ
る
こ
と
を
訴
え
ま
し
た
。

本
住
民
会
議
か
ら
、
森
田
市
治
会
長
、
谷
口
整
副
会
長
、
町
か
ら
西
谷
信

夫
町
長
が
、
京
都
府
の
西
脇
隆
俊
知
事
、
京
都
府
議
会
の
北
川
剛
司
議
員
、

古
林
良
崇
議
員
に
要
望
書
を
手
渡
し
ま
し
た
。

令
和
２
年
８
月
２
０
日
、
西
脇
知

事
が
宇
治
田
原
山
手
線
を
視
察
さ

れ
ま
し
た
。

宇
治
田
原
町
は
、
三
つ
の
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
良

好
な
立
地
で
民
間
企
業
も
注
目
し

て
い
る
。
道
は
繋
が
っ
て
こ
そ
効
果

が
あ
り
、
未
事
業
化
区
間
の
実
現

が
重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
と

の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

令
和
２
年
８
月
４
日
、
国
土
交
通
省

和
田
政
宗
政
務
官
が
宇
治
田
原
山
手

線
を
視
察
さ
れ
ま
し
た
。

国
道
３
０
７
号
は
通
勤
車

両
の
増

加
等
に
よ
り
、
慢
性
的
な
交
通
渋
滞

が
発
生
し
て
い
る
状
況
、
及
び
自
然
災

害
へ
の
脆
弱
性
等
を
説
明
し
、
未
事
業

化
区
間
の
事
業
化
に
ご
理
解
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
要
望
活
動
を
通
じ
て
、
令
和
３
年
１
月
２
８
日
、
本
年

度
国
交
省
補
正
予
算
（
第
３
次
）
と
し
て
「
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靭

化
の
推
進
な
ど
安
全
・
安
心
の
確
保
」に
つ
い
て
、
地
域
の
実
情
や
地

方
公
共
団
体
の
要
望
を
勘
案
し
つ
つ
、
高
い
緊
急
性
と
効
果
が
認
め

ら
れ
る
事
業
に
重
点
配
分
さ
れ
、
宇
治
田
原
山
手
線
の
整
備
に
７

億
１
，
７
０
０
万
円
が
追
加
配
分
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
本
年
度
予
算
総
額
は
約
１
０
億
円
と
な
り
、
南
バ
イ

パ
ス
か
ら
役
場
付
近
ま
で
の
約
０
．
９
ｋ
ｍ
の
区
間
の
整
備
費
の
う
ち

約
７
割
が
確
保
さ
れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
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【お問い合わせ先】

都市計画道路宇治田原山手線の

早期完成を求める住民会議

　　　　宇治田原町商工会館内

事業区間 凡　例 延　長 概　　　　　　　要

① 1,830m 主要地方道宇治木屋線南BP　H23供用

② 　880m 宇治田原山手線（京都府施工区間　事業実施中）

③ 　540m 宇治田原山手線（町施工区間　事業実施中）

④ 1,730m 宇治田原山手線　未事業化区間

⑤ 　857m 宇治田原山手北線　国道３０７号～緑苑坂　H10供用

⑥ 1,190m 宇治田原山手北線（町施工区間　事業実施中）

⑦ 　360m 宇治田原工業団地線　未事業化区間

緑
苑
坂
か
ら
大
津
市
と
の
境
ま
で
約
１
．
２
ｋ
ｍ
の
整
備
区
間
は
、
西
日
本

高
速
道
路
（株
）
（工
事
委
託
）
の
禅
定
寺
工
区
が
竣
功
、
舗
装
と
道
路
付
属

物
を
除
く
道
路
築
造
工
事
が
概
成
し
、
立
派
な
道
路
の
か
た
ち
が
見
え
て

き
ま
し
た
。

今
後
、
新
名
神
高
速
道
路
の
工
事
用
道
路
と
し
て
も
使
用
さ
れ
、
新
名
神

高
速
道
路
の
全
線
開
通
に
合
わ
せ
て
令
和
５
年
度
に
完
成
す
る
予
定
で
す
。

南
バ
イ
パ
ス
か
ら
役
場
庁
舎
周
辺
ま
で
の
約
１
．
４
ｋ
ｍ
の
区
間
は
、
京
都
府

と
宇
治
田
原
町
が
連
携
し
て
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
昨
年
度
は
南
バ
イ
パ

ス
か
ら
犬
打
川
に
至
る
仮
設
道
路
工
事
が
完
了
し
、
今
年
度
は
、
犬
打
川
橋

梁
、
町
道
１
の
８
号
線
跨
道
橋
、
役
場
庁
舎
南
側
の
道
路
築
造
工
事
な
ど

本
格
的
な
工
事
に
着
手
し
て
い
ま
す
。

南バイパスから役場方面を望む緑苑坂方面を望む


